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令和６年
 ２月定例会・
 ４月臨時会

No.61

　令和６年２月定例県議会では、県政運営の基本方針をはじめ、県立大学の設置関連、九州新幹線西九州ルー
ト関連、玄海原子力発電所関連、ＳＡＧＡ２０２４関連など県政全般にわたる幅広い議論が行われました。
　令和６年度予算案については、「人を大切に、世界に誇れる佐賀づくり」を基本理念に、本県の飛躍のため、
時代に即した施策を時機を逃さず実施するための一般会計予算案など、１７件の予算案が原案のとおり可決さ
れました。

〇令和６年度当初予算関係
　◦令和６年度一般会計予算（総額約５，２０５億５，６００万円、対前年比３．０％減）
　◦災害救助基金特別会計予算、工業用水道事業会計予算　など計１７件

〇令和５年度補正予算関係
　◦令和５年度一般会計補正予算（減額後総額約５，６７６億６，５４６万円、対前年比５．３％減）など計１７件

令和６年 ２月定例会 概要 （会期 ２月２２日～３月２５日）

　令和６年４月臨時県議会では、副議長及び佐賀県競馬組合議会議員の選挙が行われたほか、各常任委員会、
各特別委員会及び議会運営委員会の選任並びに正副委員長の互選が行われました。
　このほか、「教育長の任命について」及び「監査委員の選任について」の議案が同意されました。

令和６年 ４月臨時会 概要 （会期 ４月１６日〜４月１８日）

■ 条例（２５件可決）
◯佐賀県公立学校情報機器整備基金条例

【内容】�　佐賀県又は市町が行う初等中等教育段階の公立
学校における情報機器の整備に係る事業に要する
資金を積み立てるため、基金を設置するもの。

� 他２４件
■ 意見書（１件可決）
◯�政治資金パーティー裏金問題の再発防止等を求め

る意見書

■ 決議（１件可決）
◯�洋上風力発電事業誘致の早期実現に向けた取組を

求める決議

令和６年２月定例会
議案採決結果一覧表（PDF）

その他の条例等はこちら➡

令和６年２月定例会で条例などが次のとおり可決されました
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大
会
期
間
中
は
、
選
手
以
外
に
も 

応
援
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
佐
賀

に
来
訪
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
競
技
会
場

ま
で
円
滑
に
着
い
て
い
た
だ
く
た
め
の

情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
九
州
佐
賀
国
際
空
港
や
Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅

に
、
各
市
町
で
は
競
技
会
場
の
近

く
の
主
要
な
駅
な
ど
に
競
技
会
の
情
報
や
観

光
情
報
な
ど
の
発
信
を
行
う
案
内
所
を
設
置

し
、
競
技
会
場
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど

の
問
合
せ
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

来
訪
さ
れ
る
方
々
へ
の

�

情
報
発
信
に
つ
い
て

問答

進
め
た
い
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み

方
の
一
つ
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
端
緒
と
す
べ
く
、
運
営
に
様
々
な
工
夫

を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
る
。

　

こ
の
佐
賀
か
ら
始
ま
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

数
々
に
つ
い
て
、後
催
県
の
方
々
に
は
、我
々

佐
賀
県
の
う
ま
く
い
っ
た
と
こ
ろ
、
い
か
な

か
っ
た
と
こ
ろ
の
両
面
を
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
積
み
重
ね
が
未
来
の
我
が
国
の

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
願

い
、
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

こ
の
秋
、
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
る

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」国
ス
ポ
・

全
障
ス
ポ
は
、「
国
民
体
育
大
会
」
か
ら 

名
称
が
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
へ
と

変
わ
る
節
目
の
大
会
で
あ
り
、
県
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
様
々
な
新
し
い

取
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
今
回
の
大
会
は
後
催
県
の
モ
デ
ル
に

な
る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
な
も
の

と
い
え
る
が
、「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」

の
開
催
に
お
い
て
知
事
の
思
い
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
は
、「
体
育
」

か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
変
わ
る
初

め
て
の
大
会
で
あ
る
。
佐
賀
か
ら
前
例
の
な

い
大
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
様
々
な
新
し
い

取
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
成
功
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
市
町
や
競
技
団
体
を
は
じ
め
、
様
々
な

関
係
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
感
動
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
準
備
を

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」開
催
へ
の

�

知
事
の
思
い
に
つ
い
て

問答

■
質
問
議
員
※
質
問
順

本会議質問　各議員が行った質問の
中から一部を紹介いたします。

３
月
１
日
（
金
）

●
古
賀
　
陽
三
（
自
由
民
主
党
）

●
藤
崎
　
輝
樹
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

代
表
質
問

３
月
５
日
（
火
）

●
藤
木
卓
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

●
徳
光
　
清
孝
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
木
村
　
雄
一
（
公
明
党
）

●
野
田
　
勝
人
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
池
田
　
正
恭
（
自
由
民
主
党
）

３
月
６
日
（
水
）

●
宮
原
　
真
一
（
自
由
民
主
党
）

●
西
久
保
弘
克
（
自
由
民
主
党
）

●
猪
村
利
恵
子
（
自
由
民
主
党
）

●
八
谷
　
克
幸
（
自
由
民
主
党
）

●
酒
井
　
幸
盛
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

３
月
７
日
（
木
）

●
定
松
　
一
生
（
自
由
民
主
党
）

●
石
丸
　
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

●
中
村
　
圭
一
（
自
由
民
主
党
）

●
冨
田
　
幸
樹
（
自
由
民
主
党
）

●
原
田
　
寿
雄
（
自
由
民
主
党
）

一
般
質
問

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」国
ス
ポ・全
障
ス
ポ

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

「
佐
賀
県
議
会
映
像
配
信
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ
ｓ 

〜
キ
ミ
の
夢
が
叶
う
時
〜
」

タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
未
来
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
大
会
に

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

会
場
ま
で
の
経
路
検
索
も
可
能
に
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ま
た
、「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
各
競
技
会
場
の
地
図
を
掲
載

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
経
路
検
索
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

全
障
ス
ポ
に
挑
戦
す
る
選
手
の

練
習
は
、
健
常
者
に
は
な
い
苦

労
が
あ
る
た
め
、
練
習
環
境
の
正
確
な

把
握
と
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　
　
　
県
で
は
、チ
ー
ム
や
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

施
設
利
用
料
や
競
技
用
具
購
入
費
、

大
会
参
加
費
と
い
っ
た
補
助
を
行
い
、
自
発

的
な
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
人

で
練
習
を
さ
れ
る
場
合
に
も
、
佐
賀
県
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
通
じ
て
、
競
技
用
具
の
設

営
や
搬
入
、
競
技
の
指
導
と
い
っ
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
で
は
、
ご
自
身

の
持
つ
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
地
の
利
を
生
か
し
、
本
番
会
場

で
の
練
習
回
数
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
大
会
準
備
が
本
格
化
し
、
本
番
会
場
で

の
施
設
利
用
が
一
部
制
限
さ
れ
る
中
で
も
練

習
の
機
会
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
県
が
各
施

全
障
ス
ポ
選
手
の

�
練
習
環
境
に
つ
い
て

問答

設
や
大
会
運
営
側
と
調
整
し
な
が
ら
、
様
々

な
練
習
計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
き
た
施

設
以
外
で
も
、
各
選
手
の
ペ
ー
ス
で
継
続
し

て
練
習
が
で
き
る
よ
う
、
佐
賀
県
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
、
選
手
の
状
況
、
希

望
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に
新
た
な

練
習
場
所
を
探
す
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。

全
国
か
ら
来
訪
さ
れ
る
選
手
団
、

特
に
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
選
手
団
の
方
々
に
円
滑
に
移
動
し

選
手
団
の
移
動
の
円
滑
化
に
つ
い
て

問

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
航
空
会
社
や

鉄
道
事
業
者
、
空
港
や
駅
の
施
設
管
理

者
な
ど
と
の
連
携
が
重
要
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る 

の
か
。

　
　
　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
会
期

が
３
日
間
と
短
く
、
選
手
団
の
来

県
日
が
集
中
す
る
こ
と
か
ら
、
駅
や
空
港
で

の
円
滑
な
乗
り
降
り
の
た
め
、
航
空
会
社
、

空
港
管
理
者
、
Ｊ
Ｒ
等
と
の
連
携
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
令
和
２

年
度
に
県
内
の
主
要
駅
や
空
港
に
お
け
る
公

共
交
通
機
関
の
輸
送
能
力
、
駅
構
内
や
空
港

内
に
お
け
る
動
線
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
の
数
、
場
所
な
ど
の
現
況

調
査
を
実
施
し
、
選
手
団
の
受
入
れ
に
係
る

課
題
を
整
理
し
た
。

答

「SAGA2024」出場を目指す選手の練習会の様子
（佐賀市：SAGAスタジアム）

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
及
び
今
年
度
は
県
外

の
選
手
団
に
対
し
て
、
佐
賀
に
お
越
し
に
な

る
に
あ
た
り
、
想
定
し
て
い
る
交
通
手
段
や

人
数
等
の
来
県
の
情
報
を
調
査
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
各
地
か
ら
佐
賀
県
ま
で
の
移

動
日
、移
動
手
段
、移
動
人
数
等
を
整
理
し
た
。

　
こ
う
し
て
把
握
し
た
情
報
を
公
共
交
通
機

関
等
と
も
共
有
す
る
と
と
も
に
、
本
年
２
月

か
ら
は
駅
や
空
港
の
関
係
者
と
と
も
に
現
場

確
認
を
行
い
、
選
手
団
の
施
設
内
で
の
誘
導

や
乗
降
補
助
、
車
椅
子
利
用
者
の
動
線
確
保

な
ど
の
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
。

駅での車椅子誘導

3 さが県議会だより さが県議会だより 202４.６ №６１202４.６ №６１



令
和
元
年
度
佐
賀
豪
雨
や
令
和

３
年
度
豪
雨
災
害
、
そ
し
て
昨

年
７
月
に
発
生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ

る
災
害
な
ど
多
数
の
豪
雨
災
害
が
県
内

で
発
生
し
て
お
り
、
水
害
対
策
に
対
す

る
意
識
が
非
常
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
る
。

　
ま
た
、
水
害
だ
け
で
な
く
、
県
内
で

は
広
い
地
域
で
最
大
震
度
７
の
揺
れ
が

想
定
さ
れ
る
佐
賀
平
野
北
縁
断
層
帯
が

存
在
し
て
お
り
、
い
つ
大
地
震
が
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
県
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　
県
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

防
災
ヘ
リ
の
活
動
な
ど
に
よ
り
被

災
状
況
を
迅
速
的
確
に
把
握
し
、
そ
の
先
に

起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
も
想
定
し
て
先
手
で
対

応
し
、
県
民
の
命
と
安
全
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

政
策・総
務

災
害
対
策
に
つ
い
て

問答

　
災
害
は
想
定
ど
お
り
に
は
起
こ
ら
な
い
た

め
、
日
頃
か
ら
考
え
ら
れ
る
様
々
な
事
態
を

想
定
し
、
実
動
機
関
と
連
携
し
て
訓
練
を
重

ね
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
と
い
う

強
い
気
持
ち
で
災
害
対
応
力
を
底
上
げ
し
た

い
。
ま
た
、
県
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、自
治
会
、自
主
防
災
組
織
、

そ
し
て
佐
賀
を
拠
点
に
広
域
的
に
活
動
し
て

い
る
災
害
支
援
Ｃ
Ｓ
Ｏ
と
も
連
携
し
た
地
域

防
災
力
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

救助訓練を行う
佐賀県消防防災ヘリ「かちどき」

県
で
は
、
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
情
報

発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
サ
ガ
プ
ラ

イ
ズ
！
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
話
題
化
さ
せ
る
た
め
に
情
報
管
理
を

徹
底
す
る
進
め
方
は
理
解
で
き
る
も
の

の
、
議
会
に
対
し
て
事
前
の
説
明
な
く

情
報
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

�

在
り
方
に
つ
い
て

問

１
億
円
を
超
え
る
広
報
費
を
使
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

は
、
大
変
な
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

　
情
報
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
姿
勢

で
議
会
と
向
き
合
う
の
か
。

　
　
　
情
報
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
は

毎
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
提
案

し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
実
施
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
は
３
本
の
コ
ラ
ボ

を
実
施
し
、
１６
億
円
を
超
え
る
※
広
告
換
算

額
を
獲
得
し
て
お
り
、
１０
億
円
以
上
か
け
て

広
告
を
打
ち
続
け
た
も
の
と
同
じ
効
果
を
得

た
と
考
え
て
い
る
。

　
情
報
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
あ
ら
ゆ
る

情
報
が
あ
ふ
れ
る
中
で
選
ば
れ
注
目
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
世
の
中
に
送

り
出
す
情
報
が
、
い
か
に
驚
き
を
持
っ
て
発

信
、
拡
散
さ
れ
、
話
題
化
さ
れ
る
こ
と
が
生

命
線
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
県
単
独
で
コ
ラ
ボ
情
報
を
事
前
に
発
表
す

る
こ
と
は
、
コ
ラ
ボ
先
の
企
業
運
営
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
、
県
の
信
用
も
失
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
情
報
自
体
も
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
の
値
打
ち
が
下
が
り
、
メ
デ
ィ
ア
も

取
り
上
げ
づ
ら
く
な
る
。

　
議
会
に
は
必
要
に
応
じ
、
個
別
の
コ
ラ
ボ

事
業
の
事
業
発
表
に
合
わ
せ
て
情
報
共
有
を

答

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
話
題
の

最
大
化
を
追
求
し
な
が
ら
情
報
管
理
に
努

め
、
効
率
的
に
、
か
つ
戦
略
的
に
情
報
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
く
。

今
年
４
月
か
ら
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
な
ど
自
動
車

運
転
業
務
に
つ
い
て
働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
法
律
が
適
用
さ
れ
、
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
な
ど
が
適
用
さ
れ
る

が
、
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
業
界
は
慢
性
的
な
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
に
一
層
拍
車
が
か
か
り
、
運

行
体
制
を
維
持
で
き
ず
、
路
線
の
縮
小

や
廃
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
県
民
の
暮

ら
し
や
県
の
将
来
に
大
き
な
影
響
が
出

※
広
告
換
算
額

　
広
報
し
た
量
を
測
る
指
標
。
テ
レ
ビ
や
新

聞
に
ニ
ュ
ー
ス
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
広
報

量
を
、
同
じ
枠
広
告
と
し
て
購
入
し
た
場
合

の
広
告
費
に
換
算
し
た
額
。

地
域
交
流

産
業
労
働

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
策
に
つ
い
て

問
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る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
お
い
て
も
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
時
間
が
短
く
な
る
影
響

で
輸
送
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
生
活
や

経
済
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
。

　
県
は
、
こ
の
よ
う
な
※
２
０
２
４
年

問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
運
転
手
確
保
や
運
行
効
率
化
に
取
り

組
む
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ

の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
運
転
手

の
処
遇
改
善
を
促
す
た
め
、
賃
金
を
３
％
以

上
引
き
上
げ
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
こ
の

支
援
の
補
助
率
を
か
さ
上
げ
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
物
流
事
業
者
、
荷
主
、
消
費
者
に

対
す
る
取
組
み
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
実
施
す

る
。ま
ず
、ト
ラ
ッ
ク
運
送
、軽
貨
物
運
送
、

倉
庫
、
荷
主
の
事
業
者
に
は
物
流
の
効
率
化

や
人
材
確
保
の
取
組
み
を
支
援
し
、
あ
わ
せ

て
、
再
配
達
の
削
減
を
目
指
し
て
宅
配
事
業

者
や
商
工
団
体
と
連
携
し
、
荷
物
の
多
様
な

受
け
取
り
方
を
広
報
す
る
と
と
も
に
、
受
け

取
り
方
の
一
つ
と
し
て
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設

置
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
を
含
め
た

価
格
転
嫁
を
後
押
し
し
、
賃
上
げ
に
必
要
な

原
資
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
県
、
国
、
経

答

済
団
体
、
労
働
団
体
と
と
も
に
、
価
格
転
嫁

の
円
滑
化
に
係
る
連
携
協
定
を
３
月
に
締
結

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
は
、
県
民
生
活

や
県
内
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

す
ぐ
に
解
決
で
き
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で

は
な
い
た
め
、県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は
じ
め
、

物
流
事
業
者
、
消
費
者
や
荷
主
、
さ
ら
に
、

経
済
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

※
２
０
２
４
年
問
題

　
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

や
ト
ラ
ッ
ク
運
送
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ

る
た
め
、
人
員
の
確
保
が
さ
ら
に
難
し
く
な

り
、
公
共
交
通
や
物
流
に
影
響
が
出
る
。

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

「
佐
賀
県
議
会
映
像
配
信
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
、
県
政
全
般
に
つ
い
て
幅

広
い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
問
項
目
】

◦
県
立
大
学
に
つ
い
て

◦�

世
界
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
に
つ
い
て

◦
空
き
家
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

◦�

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
つ
い
て

◦�

多
様
な
生
徒
の
多
様
な
学
び
の
充

実
に
つ
い
て

�

な
ど

　
災
害
は
想
定
ど
お
り
に
は
起
こ
ら
な
い
た

め
、
日
頃
か
ら
考
え
ら
れ
る
様
々
な
事
態
を

想
定
し
、
実
動
機
関
と
連
携
し
て
訓
練
を
重

ね
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
と
い
う

強
い
気
持
ち
で
災
害
対
応
力
を
底
上
げ
し
た

い
。
ま
た
、
県
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、自
治
会
、自
主
防
災
組
織
、

そ
し
て
佐
賀
を
拠
点
に
広
域
的
に
活
動
し
て

い
る
災
害
支
援
Ｃ
Ｓ
Ｏ
と
も
連
携
し
た
地
域

防
災
力
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

救助訓練を行う
佐賀県消防防災ヘリ「かちどき」

県
で
は
、
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
情
報

発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
サ
ガ
プ
ラ

イ
ズ
！
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
話
題
化
さ
せ
る
た
め
に
情
報
管
理
を

徹
底
す
る
進
め
方
は
理
解
で
き
る
も
の

の
、
議
会
に
対
し
て
事
前
の
説
明
な
く

情
報
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

�

在
り
方
に
つ
い
て

問

　県議会の本会議や常任委員会、特別委員
会は、どなたでも傍聴できます。
　また、車椅子利用者、介助者各５名分用
のスペース、AIによる字幕表示モニターも
あります。

インターネットでも
本会議、各委員会の
様子をリアルタイムで
視聴できます。

登壇者以外の様子や
議場の雰囲気など、
中継にはない臨場感
で傍聴できます
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総
務
常
任
委
員
会

　付託議案２１件が原案可決されました。

【主な付託議案】
◦一般会計（当初・補正）予算関係分

【主な質疑事項】
◦県立大学設置の政策目的と意思決定のスケジュールについて
◦米軍ヘリが佐賀空港を低空飛行した事案等への対応について
◦�情報発信プロジェクトの成果と目的について
◦能登半島地震を踏まえた地震対策の見直しについて　　など

【質疑の様子】

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

　付託議案１９件が原案可決されました。

【主な付託議案】
◦一般会計（当初・補正）予算関係分
◦職業能力開発促進法施行条例の一部改正

【主な質疑事項等】
◦環境変化に対応したノリ養殖の安定生産の取組みについて
◦ＳＡＧＡキャッシュレスチャレンジ事業について
◦中核人財となる大卒人財の確保について
◦茶の販売促進と販路拡大について　　など 佐賀牛いろはファーム

（佐賀牛の安定生産の取組みについて）

【現地視察の様子】

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　付託議案１８件が原案可決されました。

【主な付託議案】
◦一般会計（当初・補正）予算関係分
・育英資金特別会計（当初・補正）予算

【主な質疑事項】
◦有明海の再生について
◦本物大県 “さが” 事業費について
◦人工透析患者の通院支援について
◦「ＳＡＧＡ ＢＬＵＥ ＰＲＯＪＥＣＴ」事業について　　など 社会医療法人 祐愛会

介護老人保健施設ケアコートゆうあい
（介護の先進機器導入状況について）

【現地視察の様子】

地
域
交
流
・
県
土
整
備
常
任
委
員
会

　付託議案１０件が原案可決されました。

【主な付託議案】
◦一般会計（当初・補正）予算関係分
◦県立都市公園条例の一部改正

【主な質疑事項】
◦佐賀空港に関する諸問題について
◦吉野ヶ里歴史公園の新たな取組みについて
◦国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会について
◦江藤新平復権事業について　　など 名護屋城跡・陣跡 周遊サイン

（周遊サインの整備状況について）

【現地視察の様子】

常任委員会 及び 特別委員会
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　県立大学検討に係る専門家チームリーダーの山口和範氏
を参考人として招致し質疑を行い、その後執行部に対する
質疑を行いました。

　付議事件について質疑を行いました。

【主な質疑事項】
◦鉄道局と佐賀県との「幅広い協議」について
◦西九州新幹線開業で得られた効果について
◦在来線の利用促進・利便性向上について　　など

高
等
教
育
機
関
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

新
幹
線
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

　現地視察を行い、その後九州防衛局長の江原康雄氏を�
参考人として招致し、質疑を行いました。

【主な質疑事項】
◦オスプレイの国防における役割について
◦駐屯地の整備状況と今後の工程の見込みについて
◦掘削土の再利用の状況と問題認識について
◦�別事業で発生した土砂運搬車の運行に係る説明会開催要
請への見解について　　など

佐
賀
空
港
・
有
明
海
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

九州佐賀国際空港展望デッキ
（駐屯地整備に係る工事の状況について）

【主な質疑事項】
◦卒業生を県内就職につなげる方法について
◦大学メインキャンパスに必要な要素について
◦県民の理解促進と教員確保の考え方について
◦佐賀への思いや誇りを持つ学生確保の重要性について
◦学生生活を支える学校施設の考え方について
◦県内他大学との共存や具体的な連携の仕組みについて
� 　など

インターネット中継佐賀県議会会議録 録画放送

本会議（委員会）の様子を
リアルタイムで視聴できます

（開会中のみ）

平成１１年以降の
会議録を検索できます

インターネット中継の日から
４営業日後を目途に

公開しています（土日祝除く）

令和２年２月
以降の映像を
公開しています！

【質疑の様子】

【現地視察の様子】

【質疑の様子】
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〒
８４０−

８５７０　
佐
賀
市
城
内
一
丁
目
１
番
４５号

「
さ
が
県
議
会
だ
よ
り
」

の
次
号
は
、９
月
１
日
発
行
で
す
。

佐
賀
県
議
会
事
務
局
政
務
調
査
課

お
読
み
に
な
っ
た

ご
感
想
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

見
や
す
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

TEL ０９５２−
２５−

７３０６　
FAX ０９５２−

２５−
７２７９

E-m
ail　

gikai@
pref.saga.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.pref.saga.lg.jp/gikai/

　佐賀県議会では、県民の皆さんに対して開かれた県議会を目指し、令和６年２月に「さがの未来」
をテーマとして、佐賀大学の学生（７名）と県議会議員（１０名）との意見交換会を開催しました。
　学生の皆さんからは、「大学生が考える佐賀県立大学」、「若者が集まるまちなかへ」と題した発表
があり、その後質疑応答や意見交換を行いました。
　学生の視点による意見を聞くことができる貴重な機会となりました。

佐賀大学の学生の皆さんとの意見交換会を開催しました

◆議長：大場 芳博　副議長：西久保 弘克
◆常任委員会

委員会名（定数） 委員長 副委員長 委　員（年齢順）
総務常任委員会
（10人） 中村　圭一 桃崎　祐介 土井　敏行、原田　寿雄、徳光　清孝、中本　正一、西久保　弘克、

藤木　卓一郎、江口　善紀、一ノ瀬　裕子
文教厚生常任委員会
（9人） 冨田　幸樹 石丸　太郎 石井　秀夫、武藤　明美、大場　芳博、定松　一生、古賀　和浩、

宮原　真一、下田　寛
農林水産商工常任委員会
（9人） 古川　裕紀 野田　勝人 留守　茂幸、八谷　克幸、石倉　秀郷、酒井　幸盛、岡口　重文、

田中　秀和、古賀　陽三
地域交流・県土整備常任委員会
（9人） 青木　一功 猪村　利恵子 木原　奉文、池田　正恭、弘川　貴紀、指山　清範、坂口　祐樹、

藤崎　輝樹、木村　雄一

◆議会運営委員会（定数11人）

委員長 副委員長 委　員（年齢順）

坂口　祐樹 中村　圭一 土井　敏行、池田　正恭、定松　一生、指山　清範、藤木　卓一郎、
江口　善紀、 宮原　真一、古賀　陽三、下田　寛

◆特別委員会

委員会名（定数） 委員長 副委員長 委　員（年齢順）
佐賀空港・有明海問題対
策等特別委員会（１１人） 石井　秀夫 古賀　陽三 武藤　明美、石倉　秀郷、岡口　重文、池田　正恭、野田　勝人、

弘川　貴紀、田中　秀和、江口　善紀、坂口　祐樹
新幹線問題対策等特別委
員会（１２人） 木原　奉文 指山　清範 留守　茂幸、徳光　清孝、定松　一生、中本　正一、中村　圭一、

宮原　真一、藤崎　輝樹、古川　裕紀、青木　一功、石丸　太郎
高等教育機関問題対策等
特別委員会（１２人） 藤木　卓一郎 桃崎　祐介 八谷　克幸、酒井　幸盛、土井　敏行、原田　寿雄、冨田　幸樹、

猪村　利恵子、古賀　和浩、一ノ瀬　裕子、木村　雄一、下田　寛

◆監査委員（定数1人）宮原 真一（令和６年4月１８日選任）
◆競馬組合議会議員�（定数3人）留守 茂幸、徳光 清孝（ともに令和５年５月１１日選出）、指山 清範（令和６年４月１８日選出）

委 員 会 構 成

意見交換会の
詳細はこちら

8202４.６ №６１202４.６ №６１  さが県議会だよりさが県議会だより


